
●市長提出議案
議案番号 件     名 議決年月日 審議の結果
議案第1号 宇城市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について H22.3.10 原案可決

議案第2号 宇城市特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について H22.3.10 原案可決

議案第3号 宇城市一般職の職員の給与に関する条例及び宇城市職員の勤務時間、休
暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について H22.3.10 原案可決

議案第4号 宇城市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定
について H22.3.10 原案可決

議案第5号 宇城市納税組合長手当支給条例を廃止する条例の制定について H22.3.10 原案可決

議案第6号 宇城市乳幼児医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて H22.3.10 原案可決

議案第7号 工事請負契約の変更契約の締結について（長崎久具線地方道路交付金
工事） H22.3.10 可　　決

議案第8号 工事請負契約の変更契約の締結について（塩屋大田尾線地域活力基盤
創造交付金（橋梁上部工）工事） H22.3.10 可　　決

議案第9号 宇城市市道路線の廃止について H22.3.10 可　　決
議案第10号 宇城市市道路線の認定について H22.3.10 可　　決
議案第11号 平成 21年度宇城市一般会計補正予算（第6号） H22.3.10 原案可決
議案第12号 平成 21年度宇城市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） H22.3.10 原案可決
議案第13号 平成 21年度宇城市老人保健特別会計補正予算（第2号） H22.3.10 原案可決
議案第14号 平成 21年度宇城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） H22.3.10 原案可決
議案第15号 平成 21年度宇城市介護保険特別会計補正予算（第3号） H22.3.10 原案可決
議案第16号 平成 21年度宇城市奨学金特別会計補正予算（第2号） H22.3.10 原案可決
議案第17号 平成 21年度宇城市簡易水道事業特別会計補正予算（第4号） H22.3.10 原案可決
議案第18号 平成 21年度宇城市水道事業会計補正予算（第4号） H22.3.10 原案可決
議案第19号 平成 21年度宇城市下水道事業会計補正予算（第4号） H22.3.10 原案可決
議案第20号 平成 22年度宇城市一般会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第21号 平成 22年度宇城市国民健康保険特別会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第22号 平成 22年度宇城市老人保健特別会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第23号 平成 22年度宇城市後期高齢者医療特別会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第24号 平成 22年度宇城市介護保険特別会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第25号 平成 22年度宇城市奨学金特別会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第26号 平成 22年度宇城市簡易水道事業特別会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第27号 平成 22年度宇城市水道事業会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第28号 平成 22年度宇城市下水道事業会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第29号 平成 22年度国民健康保険宇城市民病院事業会計予算 H22.3.10 原案可決
議案第30号 宇城市農林水産物直売交流施設整備基金条例の制定について H22.3.10 原案可決
●同意
同意第 1号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（井上 澄浩氏） H22.3.10 同　　意
同意第 2号 教育委員会委員の任命について（藤本 忠晴氏） H22.3.10 同　　意
同意第 3号 教育委員会委員の任命について（小野 隆夫氏） H22.3.10 同　　意
同意第 4号 教育委員会委員の任命について（吉崎 道昭氏） H22.3.10 同　　意
同意第 5号 教育委員会委員の任命について（西田  誠氏） H22.3.10 同　　意

●諮問
諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦について（津志田 眞知子氏） H22.3.10 「適任」と認め答申することに決定

諮問第 2号 人権擁護委員候補者の推薦について（山口 義則氏） H22.3.10 「適任」と認め答申することに決定
●陳情
陳情第 1号 永住外国人地方参政権付与法案に反対する意見書の提出を求める陳情書 H22.3.10 採　　択
陳情第 2号 戸馳大橋掛け替えに関する陳情書 H22.3.10 採　　択
陳情第 3号 永住外国人への地方参政権付与の法制化反対意見書提出について H22.3.10 採　　択
●請願
請願第 1号 永住外国人地方参政権付与法案提出に反対する意見書の提出を求め

る請願書 H22.3.10 採　　択

●議員提出議案
発議第 1号 宇城市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について H22.3.10 原案可決

発議第 2号 永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出につ
いて H22.3.10 原案可決

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議

案
の
審
査
の
た
め
開
催
さ
れ
た

常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

●
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
６
号
）

○
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　
「
雇
用
対
策
費
と
緊
急
雇
用

対
策
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ

て
い
る
が
、
市
の
対
策
と
企
業

の
雇
用
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
緊

急
雇
用
創
出
事
業
は
平
成
21
年

度
当
初
予
算
、
６
月
、
９
月
及

び
12
月
の
補
正
予
算
を
重
ね
て
、

不
法
投
棄
解
消
や
公
園
パ
ト

ロ
ー
ル
事
業
等
７
事
業
、
事
業

総
額
４
７
０
７
万
８
千
円
で
雇

用
総
数
74
人
の
緊
急
雇
用
を
実

施
し
て
い
る
。
今
回
の
減
額
は
、

雇
用
日
数
に
よ
る
賃
金
の
減
と

車
リ
ー
ス
、
燃
料
等
の
残
に
よ

る
減
額
補
正
で
あ
る
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
再
生
特
別
雇
用
事
業

に
つ
い
て
は
、
松
橋
町
の
周
辺

地
域
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
、
観
光
ル
ー
ト
開
発
事

業
な
ど
五
つ
の
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
事
業
費
総
額
３
３
８

５
万
８
千
円
、
雇
用
創
出
15
人

で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
地
域
活
性
化
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

基
礎
デ
ー
タ
整
備
事
業
の
不
用

額
の
減
額
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
市
は
74
人
と
15
人

を
雇
用
し
て
い
る
。
企
業
の
雇

用
状
況
は
、
市
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
正

規
雇
用
、
非
正
規
雇
用
及
び
ア

ル
バ
イ
ト
の
新
規
雇
用
者
数
は
、

平
成
19
年
度
843
人
、
20
年
度
690

人
、
21
年
12
月
現
在
639
人
で
、

現
在
も
厳
し
い
状
況
で
推
移
し

て
い
る
。
ま
た
宇
城
管
内
の
有

効
求
人
倍
率
は
、
12
月
末
現
在

の
デ
ー
タ
で
は
０･

２
８
倍
で

あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

●
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

○
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り   

　
１
％
事
業
に
つ
い
て

　
「
12
月
定
例
会
で
も
、
申
請

の
仕
方
な
り
、
使
い
勝
手
の
良

い
事
業
に
し
て
ほ
し
い
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
が
、
現
状
の
ま
ま

か
、
そ
れ
と
も
緩
和
方
向
で
進

め
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
３
年
間
を
１
事
業
と
考
え
て

お
り
、
３
年
が
経
過
す
る
来

年
、
要
綱
の
見
直
し
を
含
め
て

使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に
し
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、「
市
民
の
生
活

の
た
め
に
使
う
予
算
で
あ
る
の

で
、
市
民
が
申
請
し
や
す
い
よ

う
な
形
を
今
年
か
ら
で
も
採
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
意
見
に

対
し
、「
指
摘
の
点
に
つ
い
て

は
、
審
査
会
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

●
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
６
号
）

○
農
業
振
興
費
に
つ
い
て

　
「
園
芸
新
た
な
挑
戦
強
化
対

策
事
業
を
始
め
、
耕
作
放
棄
地

解
消
緊
急
対
策
事
業
等
、
す
べ

て
の
事
業
補
助
金
が
減
額
さ
れ

て
い
る
。
減
額
理
由
に
つ
い
て

は
説
明
を
受
け
理
解
で
き
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
農
業
振
興
費

と
し
て
予
算
化
さ
れ
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
減
額
と
は
、

農
業
振
興
に
逆
行
し
て
い
る
よ

う
に
映
る
。
特
に
耕
作
放
棄
地

解
消
に
対
し
て
は
、
も
う
少
し

行
政
が
力
を
入
れ
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。
ま
た
こ
れ
だ
け

の
補
助
が
あ
る
の
な
ら
、
三
角

ま
で
の
国
道
沿
い
に
あ
る
田
や

畑
を
重
点
的
に
解
消
す
る
こ
と

を
考
え
て
も
い
い
と
思
う
が
、

ど
う
か
」
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

「
ま
ず
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、

な
ぜ
耕
作
放
棄
地
に
な
る
の
か
、

そ
う
い
う
中
で
の
耕
作
放
棄
地

を
ど
う
解
消
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
特
に
幹
線
道
路

沿
い
が
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
保
全
隊
の
協
力

を
得
、
国
庫
補
助
制
度
を
活
用

し
、
現
在
不
知
火
支
所
手
前
の

跨
線
橋
下
の
お
よ
そ
４
反
の
荒

地
が
農
地
と
し
て
よ
み
が
え
っ

た
。
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

同
じ
不
知
火
町
の
国
道
沿
い
の

塩
屋
浦
地
区
の
荒
地
を
地
元
の

農
業
委
員
、
地
権
者
、
区
長
及

び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
交
え
、
解
消

に
向
け
て
段
取
り
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
大
々

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、

現
実
と
し
て
担
い
手
が
い
な
い

こ
と
な
ど
が
問
題
で
あ
り
、
ま

だ
難
し
い
面
が
あ
る
」
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、「
大
変
厳
し

い
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い

る
。
で
き
る
限
り
そ
の
解
消
に

向
け
努
力
願
い
た
い
。
環
境
保

全
に
力
を
入
れ
て
い
る
農
家
経

営
者
も
お
り
、
荒
れ
た
農
地
の

木
々
を
切
り
倒
し
、
元
の
畑
に

呼
び
戻
そ
う
と
頑
張
る
青
年
た

ち
も
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

を
行
政
か
ら
支
援
を
願
い
た

い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

○
都
市
計
画
総
務
費
に
つ
い
て

　
「
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
分
析
調

査
実
施
補
助
金
は
、
申
請
が

あ
っ
て
の
補
助
に
な
る
の
か
。

ま
た
民
間
も
対
象
と
な
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
こ

の
補
助
は
、
会
社
で
は
な
く
個

人
が
対
象
と
な
る
。
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、
限
度
額
を

３
万
円
と
し
、
10
戸
分
を
計
上

し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
調
査

費
の
補
助
で
あ
っ
て
工
事
費
は

自
己
負
担
と
な
る
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会

報　

告

建
設
経
済
常
任
委
員
会

平成22年第１回定例会 会期：平成22年２月19日から３月10日（20日間）

●審議した議案等とその結果

宇城市議会だより 2宇城市議会だより3

←


